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プロローグ：
インフレ時代、

年収の壁をどう考えるか



１．�パート・アルバイトさんの労働生産性
とは？

　経済産業省の中小企業白書（2020年版）によれば、従業員
一人当たりの製造業の労働生産性（年間平均）は、大企業が
1,180万円、中小企業が520万円で、その差は実に約2.3倍と
なっております。このデータをご覧になられた多くの中小企
業の社長さんは、愕然とされたのではないでしょうか？　こ
のことが、結果として賃金格差となってあらわれています。
厚生労働省の「賃金構造基本統計調査」で、2023（令和５）
年の企業規模別賃金をみると、図表１にありますように男女
別の平均でみると男性は大企業で約386.7千円、中企業で約
341.6千円、小企業で約319.8千円となっています。
　企業規模別の賃金格差は男性の平均でみると大企業を100
とすると、中企業は88.3、小企業は82.7となっています。中
企業と大企業とは約1.13倍の格差にもつながってくるわけで
あります。ましてや10人未満の小さな会社ではさらに格差は
1.21倍と拡大していきます。
　また、図表２のように年齢別グラフでみると50代までその
格差は拡大していきます。
　賞与も含めた年収格差はさらに大きなものになります。
　この格差は、今後、昨今のベースアップでさらに拡大して
いくものと思われます。
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　次は、パート・アルバイトさんの労働生産性について考え
てみたいと思います。
　パートタイム労働者の労働時間を全産業平均でみると、図
表３のようにフルタイム（正社員・正職員）の約半分程度で
すが、製造業に比べて小売業やサービス業ではいくぶん短

図表１�　企業規模､ 性､ 年齢階級別賃金、対前年増減率及び企業
規模間賃金格差� 令和５年

性、年齢階級

大企業 中企業 小企業

賃金
（千円）

賃金
（千円）

企業規模間
賃金格差１）

【大企業＝100】

賃金
（千円）

企業規模間
賃金格差１）

【大企業＝100】

男

年齢計２） 386.7 341.6 88.3 319.8 82.7

～19歳 193.5 189.2 97.8 191.2 98.8

20～24 239.5 223.8 93.4 220.8 92.2

25～29 281.9 261.1 92.6 254.4 90.2

30～34 328.7 289.7 88.1 283.5 86.2

35～39 367.8 326.8 88.9 312.4 84.9

40～44 412.5 362.0 87.8 334.0 81.0

45～49 440.4 389.9 88.5 355.8 80.8

50～54 473.6 405.4 85.6 364.9 77.0

55～59 493.8 417.1 84.5 361.1 73.1

60～64 344.1 334.4 97.2 325.3 94.5

65～69 330.9 292.2 88.3 279.4 84.4

年齢（歳） 43.4 44.2 46.6

勤続年数（年） 15.3 13.8 12.2

注：年齢計には70歳以上の労働者を含む。� 2023年賃金構造基本統計調査より
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く、同一産業内でも企業によってパートタイム労働者の平均
労働時間にはかなりのばらつきがあります。フルタイムパー
トなどフルタイム（正社員・正職員）と同程度の企業からそ
の半分以下の労働時間の企業までかなりの異質性があります。
　図表３の毎月勤労統計調査令和５年分結果確報によれば、
パートタイムの労働時間の月間労働時間と出勤日数のデータ
が公表されております。やはり製造業、電気ガス業は約109

図表２

� 2023年賃金構造基本統計調査より
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